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Ａ．研究目的 
医療従事者、行政機関、患者・家族、国民全体に 

CKDにつき普及啓発を行い、より多くの人が腎疾患
対策を実践する体制を構築することを目標とする。 

 
Ｂ．研究方法 
・2023年度の普及啓発活動の実施数の経年的な変化
等について調査した。2023年度より、日本腎臓病協
会 （JKA）への後援申請により実施数を把握するこ
ととし、2019年度から実施していたJKAアンケート
によるJKA未申請イベントの把握は終了とした。 
・現場に低負荷な方法として2023年度からWeb方式
に変更したJKAアンケートでは、特に、国の中間評
価で指摘された「勤労世代への啓発」や、腎疾患対策
検討会報告書（平成30年7月）で強調されている「計
画的、効率的・効果的な活動」に注目し、普及啓発活
動の実態や方針についての調査を行なった。 
・2024年度の調査に向けて、さらに現場に低負荷で
実施可能な調査方法の検討を行なった。 
 
（倫理面への配慮） 
該当なし 

 
Ｃ．研究結果 
１）JKAに申請のあった普及啓発イベント数は、20
21年度は110件、2022年度は135件、2023年度は148
件と増加傾向であった。 
２）2023年度のJKA年度末アンケートの結果  
・回収数は、47都道府県中43と、2022年度の37より
も増加し、過去最高であった。実際のアンケート内容
（資料１）と、結果の概要（資料２）を示す。  
・18都府県から、勤労世代（20～50代）を主な啓発
対象とした活動を実施していると回答があった。勤
労世代へのアプローチ方法としては、①企業と連携
した活動、②産業医と連携した活動、③健保組合等と
連携した活動、④健診施設と連携、幼児健診を活用し

た活動、⑤オフィス街、繁華街、商業施設等での活動、
⑥ホームページ、アプリを用いた活動の６つに大別
された。 
・各都道府県での普及啓発活動の方針としては、例年
の活動を継続している地域が多いものの、人口の多
い地域（17県）や、活動が不十分・対策が遅れている
地域で実施するようにしている地域（11県）も見ら
れた。 
・持続可能性が高いと考えられる活動事例としては、
常勤専門医がいない地域での、かかりつけ医と専門
医のLINEグループの形成、You Tubeでの啓発動画
の配信、CKDシールの配布、図書館と連携した活動
など、各地での工夫が伺えた。 
・アンケートの回収数をさらに増加させるため、 
2024年度アンケートの回答時に、負荷軽減のための
前年度の回答の活用方法や、結果の概要の共有方法
等を検討した。 
 
Ｄ．考察 
・回収数増加の理由として、Excelファイルに記入返
送する方式から、Webアンケートに変更したことや、
保存機能のある回答票を各都道府県に1つのアドレ
スとして送付したことで、各都道府県の複数の担当
者が協力して回答可能になったこと等が考えられる。
今後も毎年実施する予定であり、更なる負荷軽減方
法の開発が必要である。 
・アンケートの回答を通じて、担当者間での情報共有
や、各地での対策の検討・進捗管理が行なわれること
が期待される。 
 
Ｅ．結論 

2023年度の調査によると、全国の普及啓発イベン
ト数は増加傾向であった。また、国から求められてい
る「勤労世代への啓発」や「計画的、効率的・効果的
な活動」が、既に多くの地域でその実状に応じて、工
夫して実施されていることから、それらをさらに発
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展させて全国に横展開して、CKD対策の更なる推進
に貢献したい。 
 
Ｇ．研究発表   

なし 
 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
なし  
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資料１ 日本腎臓病協会（JKA）アンケートの普及啓発活動に関する調査内容 
 
 

C. 貴都道府県での普及啓発活動の実態や方針について 

 報告書では、「より計画的、効率的・効果的な普及啓発活動」が求められています。また、「中間評価」では、

更に推進すべき事項として、「勤労世代等への新たなアプローチ方法についての検討」などが挙げられています。 

また、JKAへの後援申請により、JKAで情報を把握できますので、ぜひ申請をお願い致します。 

 

問 1５：勤労世代（20代 ~ 50代）を主な啓発対象とした活動（JKAに後援申請したものも含む）を実施していま

すか？  

＜選択回答＞ 

はい 

いいえ、もしくは不明 

 

問１６：問１５ではいと回答した場合、具体的な活動内容についてお答え下さい。 

＜記述回答＞ 

 

問１７：問２のそれぞれの活動について当てはまるものをお答え下さい （複数回答可） 

＜記述回答＞ 

(1) 企業と連携した活動（具体的に記載下さい） 

(2) 産業医と連携した活動 （具体的に記載下さい） 

(3) 健保組合等と連携した活動（具体的に記載下さい） 

(4) 健診施設と連携した活動 （具体的に記載下さい） 

(5) オフィス街での活動（具体的に記載下さい） 

(6) SNSを用いた活動 （具体的に記載下さい） 

 

自由記載欄（選択肢以外の回答等をご記入下さい。字数に応じてスペースが拡大します。） 

＜記述回答＞ 

 

問１８：貴都道府県での普及啓発活動の方針に当てはまるものをお答え下さい（複数回答可） 

＜選択回答＞ 

(1) 例年の活動を継続している  

(2) 自施設の近隣で実施している  

(3) 人口の多い地域で実施している  

(4) 行政からの要望に応じて実施している 

(5) 医師会からの要望に応じて実施している 

(6) 患者会からの要望に応じて実施している 

(7) 企業からの要望に応じて実施している 

(8) 活動が不十分な地域や対策が遅れている地域で実施するようにしている 

(9) 厚労科研等の予算を用いて実施している 
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(10) 自施設の予算を用いて実施している 

 

自由記載欄（上記回答への追記や、選択肢以外の回答等をご記入下さい。字数に応じてスペースが拡大します。） 

＜記述回答＞ 

 

問１９：貴都道府県での非医療者への普及啓発活動の効果検証方法に当てはまるものをお答え下さい（複数回答可） 

＜選択回答＞ 

(1) 啓発活動後にアンケートを配布している 

(2) 定期的に CKDの認知度調査を実施している   

(3) 健診受診率を指標としている 

(4) 受診勧奨数や、受診に至った割合や実数を指標としている 

(5) 保健指導実施数を指標としている。  

 

自由記載欄（上記回答への追記や、選択肢以外の回答等をご記入下さい。字数に応じてスペースが拡大します。） 

＜記述回答＞ 

 

問２０：貴都道府県での医療者への普及啓発活動の効果検証方法に当てはまるものをお答え下さい。（複数回答可） 

＜選択回答＞ 

(1) 専門医への紹介基準の遵守率を指標としている 

(2) 専門医への紹介基準に則った紹介件数を指標としている 

(3) 専門医への紹介件数を指標としている 

(4) 受診勧奨数や、勧奨後に受診に至った割合や実数を指標としている 

(5) 保健指導実施数を指標としている  

 

自由記載欄（上記回答への追記や、選択肢以外の回答等をご記入下さい。字数に応じてスペースが拡大します。） 

＜記述回答＞ 

 

問２１： 低予算、低負荷等、持続可能性が高いと考えられる活動事例をご記入下さい（複数回答可、JKAへの申請

の有無、効果の程度、効果検証実施の有無は問いません）。字数に応じてスペースが拡大します。 

＜記述回答＞ 

 

問１５〜２１に関して、追記事項等がありましたらご記入下さい（字数に応じてスペースが拡大します） 

＜記述回答＞ 
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 資料２ 日本腎臓病協会（JKA）アンケートの普及啓発活動に関する調査結果の概要 
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